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畏れからホラーへ 
－アンドレ・ド・ロルドの諸戯曲にみる恐怖の論理化－ 
本論文は、ライシテと言う独自な政教分離の道を歩んできたフランスにおける恐怖の論
理化の問題を、グラン・ギニョルというフランス最初のホラー演劇専門劇場で使われた戯
曲テキストなどの分析から行っており、序と結の間に五つの章を配した七部構成をとる。 
問題の所在と、本論文の全体構成についてまとめた「序」におき、筆者はキーワードと
なる「畏れ」を宗教学者 R.オットーの語法に従い宗教的な恐怖を指示するものとし、また
「ホラー」を近代社会に特有とされる宗教性に基礎づけられた恐怖惹起対象に対する感情
を意味するものと規定する。「第一章誰が何を恐怖していたのか」では J.ドリュモーと J.
プルーストを手がかりに、前近代のキリスト教文化圏における自然的な恐怖が聖職者の説
教を通じて神学的な恐怖へと変換される構図をまとめ、そこでなされる説教の構造を読み
解く中から生まれてくる恐怖惹起対象への歴史学的視座を示す。「第二章何かを恐怖すると
いうこと」では J.クリステヴァと G.バタイユを取り上げ、記号論的視座からの恐怖惹起対
象の分析を試みる。そこから導き出された、キリスト教的価値観が衰退してしまった時代
にホラー作家の創造とホラー作品の社会的な機能が「脱宗教的な宗教」となっているとす
る視点、そして社会は「唾棄すべきもの」として排除する対象をその内部に留めおくこと
で社会的均衡を維持するという視点とが、続く章のテキスト分析のための枠組みとして提
示される。「第三章心理学化する身体」では、神経病学者の J=Mシャルコーとその弟子で実
験心理学者の A.ビネの、「脱神秘化」の学説が共にロルドの戯曲構成に大きな影響を持っ
ていたことが指摘される。また「第四章ホラー演劇の誕生」では劇場関係者の随筆と劇団
黎明期の作品分析を通じ「グラン・ギニョルらしさ」の形成がまとめられ、「第五章恐怖の
論理化」においては、戯曲を事例にとったケース・スタディから恐怖劇を上演することで
顕揚していた恐怖惹起対象とは何かが炙り出される。そして最後に、舞台上の「死の現前」
が観客にとって恐怖体験となる可能性について、戯曲テキストの内部で構造化する恐怖惹
起対象に注目し、ド・ロルドの「悪魔」を近代社会に特有な「脱宗教的な宗教」に根ざし
たホラーの一型として提示できるとまとめる。 
「宗教」がその根本に持つ「恐怖」の問題を、これまで看過されてきたフランスのホラ
ー演劇を事例に取り上げ、筆者が独自に収集した発掘資料や聞き取り調査の結果も活かし
て論証した点は意義深い。この成果は宗教学のみならず、演劇論や「恐怖」にかかわるさ
まざまな研究分野に対しても寄与するところ大なるものがある。よって、本論文の提出者
は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
